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モンタ博士「メス・・・カッター・・・キリキリキリ・・・。」 

オー君  「何
なに

やってんですか？モンタ博士
は か せ

。あ！冬
ふゆ

芽
め

の解剖
かいぼう

ですね。」 

モンタ博士「静
しず

かに、今
いま

は手
しゅ

術 中
じゅつちゅう

だ。メス・・・カッター・・・キリキリキリ・・・。」 

花ちゃん 「何
なん

だかモンタ博士
は か せ

は、お医者
い し ゃ

さんみたい。」 

オー君  「そうだね。ドクターモンタ！ブラックジャックみたいだ。」 

冬芽くん 「二人
ふ た り

とも静
しず

かに。只今手
ただいましゅ

術 中
じゅつちゅう

なんだよ。それにしても、モンタ博士
は か せ

、あま

り乱暴
らんぼう

に手術
しゅじゅつ

しないでおくれよ。そうっと、優
やさ

しくしてほしいね。何
なん

といっ

ても今日
き ょ う

は、みんなに冬
ふゆ

芽
め

の中身
な か み

を見
み

てもらうために、この身
み

を犠牲
ぎ せ い

にして

いるんだからね。二人
ふ た り

ともコブシの冬
ふゆ

芽
め

の中身
な か み

をよく見
み

ておくれよ。」 

花ちゃん 「冬
ふゆ

芽
め

くん。外側
そとがわ

は毛皮
け が わ

のようになっているけど、中身
な か み

は何十
なんじゅう

にも重
かさ

なってい
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冬芽の中はどうなっているの？ 

切ってみると・・・ 



る感
かん

じで、ギューとつまっているようですね。」 

冬芽くん 「そうだろう。これを見
み

ると枯
か

れ木
き

なんていえないね。やがて来
く

る春
はる

までじっ

と待
ま

っている『命
いのち

の枝
えだ

』『命
いのち

のバトン』だということがよくわかるだろう。」 

オー君  「あれ、下
した

にも何
なに

かあるね。」 

冬芽くん 「これは、ツバキの冬
ふゆ

芽
め

だ。ツバキは常 緑 樹
じょうりょくじゅ

といって冬
ふゆ

でも葉
は

っぱを落
お

とさ

ない樹
き

だけど、これにもちゃんと冬
ふゆ

芽
め

があるだろう。」 

花ちゃん 「ツバキもコブシと同じようですね。あれ？ツバキの花
はな

芽
め

は少
すこ

し赤
あか

っぽいです

ね。これは花
はな

びらの色
いろ

ですね。それから、まん中
なか

に見
み

えるのはなんだろう。」 

冬芽くん 「よく聞
き

いてくれたね。まん中
なか

の粒
つぶ

みたいなものはね、おしべだよ。いつでも 

      開
ひら

く準備
じゅんび

をしているんだね。」 

オー君  「なるほど、よくできているんだな。感心
かんしん

しちゃうな。」 

モンタ博士「今日
き ょ う

は、冬
ふゆ

芽
め

くんのおかげで、冬
ふゆ

芽
め

の中身
な か み

をしっかりと観察
かんさつ

できてよかった

ね。それでは、今日
き ょ う

の手術
しゅじゅつ

・オペは終 了
しゅうりょう

。大成功
だいせいこう

おめでとう。」 
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